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本研究室では統計的学習機械を用いて、音声/音楽/画像/SNSなどを処理する方法について研究しています。具体的にはカーネルマシン、ブースティング、
協調フィルタリング、深層学習の手法を用いて、

1. 音声・話者認識

2. 音楽情報処理

3. 画像識別

4. SNS解析

5. 都市インテリジェンス

6. 新型コロナウイルス感染症関連データの解析 など

の研究課題に取り組んでいます。
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• 統計科学を用いて、
– データから、内在する数学的な構造を発見する。

– その数学的な構造に基づいて、予測や判別などの情報処理を行う。

• 帰納的アプローチ
v.s. 

• 自然科学でよく見られる演繹的アプローチ
– 仮説をたて、推論し、実験的または理論的に検証する。

• カーネルマシン

– 自動的な特徴（/モデル）選択機構を含む。
– 非線形の扱いに優れている。

– サポートベクターマシン（SVM）、罰金付ロジスティック回帰マシン
• いろいろな確率モデルによる方法

– 混合ガウス分布モデル

– 隠れマルコフモデル

• ガウス過程状態空間モデル

• 深層学習 など

本研究室では統

計的機械学習と

その応用研究に

興味のある学生
さんを

募集しています！

【DICEモデルを用いたCOVID-19の気候と経済への影響に関する一考察】

【概要】

【統計的機械学習】
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